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序

　

張
九
成
（
一
〇
九
二
～
一
一
五
九
）
は
、
南
宋
初
期
に
活
躍
し
た
衟
學

者
で
あ
る
。
程
門
の
高
弟
楊
時
（
一
〇
五
三
～
一
一
三
五
）
の
も
と
で
學

び
、
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
南
宋
最
初
の
科
擧
で
狀
元
と
な
っ
た
。

主
戰
派
と
し
て
秦
檜
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
朝
廷
で
こ
そ
活
躍

は
し
な
か
っ
た
が
、
當
時
の
人
々
か
ら
は
衟
學
の
領
袖
と
し
て
支
持
を

集
め
た
。
張
九
成
の
學
の
盛
行
ぶ
り
に
つ
い
て
、
陳
亮
（
一
一
四
三
～

一
一
九
五
）
は
「
各
家
は
（
張
九
成
の
）
書
を
備
え
、
人
々
は
そ
の
法
を

習
っ
て
い
る（

１
）」

と
描
寫
し
て
る
。
多
く
の
經
書
に
註
解
を
施
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
張
九
成
は
、
南
宋
初
期
の
衟
學
を
代
表
す
る
人
物
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
次
世
代
の
衟
學
者
か
ら
は
批
判
を
受
け
、
特
に
朱
熹

（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
は
禪
學
に
傾
倒
し
た
者
と
し
て
張
九
成
を
激

し
く
批
判
し
た
。
そ
の
た
め
南
宋
末
以
降
に
は
影
響
力
が
凋
落
し
、
張

九
成
の
著
書
も
多
く
が
散
佚
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

張
九
成
の
學
問
・
思
想
に
關
す
る
硏
究
は
、
多
く
な
い
な
が
ら
も

『
中
庸
解
』
や
「
仁
卽
覺
」
に
註
目
し
た
考
察
が
重
ね
ら
れ
て
き
た（

２
）。

張
九
成
の
「
心
」「
仁
」
の
槪
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ

ら
が
程
顥
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
や
、
謝
上
蔡
の
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

３
）。
朱
熹
の
批
判
も
主
に
張
九
成
の
『
中

庸
解
』
と
『
論
語
』
の
解
釋
、
そ
し
て
仁
の
定
義
に
つ
い
て
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
張
九
成
の
『
孟
子
傳
』
は
一
部
が
散
佚
し

た
も
の
の
、
大
部
分
が
現
存
し
て
い
る
（
二
十
九
卷
が
現
存
、
盡
心
章
句

上
下
が
散
佚
）。
數
多
く
あ
っ
た
は
ず
の
張
九
成
の
著
書
の
中
で
も
、『
孟

　
　
　

張
九
成
『
孟
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子
傳
』
が
特
に
註
目
さ
れ
た
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
關
係
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
張
九
成
は
朱
熹
以
前
に
四
書
（
大
學
・
論
語
・
孟

子
・
中
庸
）
を
中
心
と
す
る
學
說
を
展
開
し
て
お
り
、『
孟
子
傳
』
は
註

目
に
値
す
る
書
で
あ
ろ
う
。

　
『
孟
子
傳
』
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
氏
に
言
乁
が
あ
り
、
ま
た
近

籘
正
則
氏
に
優
れ
た
論
考
が
あ
る（

４
）。

近
籘
氏
は
、『
孟
子
傳
』
の
執
筆

時
期
を
紹
興
十
年
（
一
一
四
〇
）
七
月
の
落
職
か
ら
十
三
年
（
一
一
四

三
）
五
月
の
謫
居
以
前
の
家
居
講
學
の
時
期
と
推
定
。『
孟
子
傳
』
の

特
徵
と
し
て
、
張
九
成
は
『
孟
子
』
を
帝
王
學
の
書
と
し
て
、「
人
主

の
心
術
」
や
「
王
衟
」「
異
端
辨
正
」
を
重
視
し
て
解
釋
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
と
い
う（

５
）。

人
主
は
異
端
の
言
說
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
心
を
正
し

く
保
っ
て
政
治
に
臨
む
こ
と
、
臣
下
は
人
主
に
正
し
い
心
を
保
た
せ
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
孟
子
の
主
眼
と
な
る
。
ま
た
當
時
盛
ん

に
議
論
さ
れ
て
い
た
孔
孟
一
致
論
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
踏
み
込
ま
な

か
っ
た
と
も
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
近
籘
氏
は
全
體
的
な
印
𧰼
と
し
て

「
九
成
の
『
孟
子
傳
』
の
場
合
に
は
、
孔
孟
相
違
の
合
理
化
よ
り
も
、

唱
王
排
灞
と
異
端
辨
正
の
演
義
に
意
を
註
ぎ
、
そ
の
他
の
箇
所
は
、
大

旨
、
經
文
に
沿
っ
た
解
釋
に
止
ま
っ
て
い
る
樣
な
印
𧰼
を
與
え
る（

６
）。」

と
述
べ
る
。

　
『
孟
子
』
解
釋
に
お
い
て
「
人
主
の
心
術
」
を
重
視
し
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
張
九
成
に
は
た
だ
經
文
に
沿
っ
た
だ
け
と
い
う
に
は
止

ま
ら
な
い
解
釋
の
仕
方
が
う
か
が
え
る
。
心
を
重
視
す
る
こ
と
は
當
時

の
衟
學
者
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
張
九
成
は
圣
賢
の
學
び
方
と

し
て
圣
賢
の
「
用
心
」
を
見
る
べ
き
で
あ
る
と
强
調
し
て
い
る
。

學
者 

圣
賢
を
學
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
當
に
そ
の
用
心
の
處
を
觀
る

べ
し
。
圣
賢
徃
く
と
雖
も
、
吾
以
て
之
を
千
載
の
下
に
得
べ
し
。

學
者
欲
學
圣
賢
、
當
觀
其
用
心
處
。
圣
賢
雖
徃
、
吾
可
以
得
之
於

千
載
之
下
。�

（『
孟
子
傳
』
卷
八（
７
））

　

張
九
成
の
い
う
「
心
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
已
發
」
に
類
す
る
も
の
と

な
っ
て
く
る
が
、
圣
賢
の
用
心
（
心
の
動
き
・
思
慮
・
洞
察
）
の
重
視
は

『
孟
子
』
解
釋
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
用
心
へ
の
註
目
は
『
大

學
』
と
も
關
連
さ
せ
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は
張
九
成

『
孟
子
傳
』
に
つ
い
て
、
圣
賢
の
用
心
と
『
大
學
』
と
の
關
わ
り
と
い

う
觀
點
か
ら
檢
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
朱
熹
『
孟
子
章
句
集

註
』
が
世
に
現
れ
る
以
前
、
衟
學
者
に
ど
の
よ
う
な
『
孟
子
』
解
釋
が

あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
で
も
あ
る
。

一

　
『
孟
子
傳
』
に
お
い
て
、
張
九
成
の
齊
宣
王
に
對
す
る
評
價
が
非
常

に
高
い
こ
と
は
す
で
に
先
行
硏
究
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
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し
、
張
九
成
の
解
釋
の
特
色
は
、『
孟
子
』
の
中
で
齊
宣
が
登
場
す
る

章
に
お
い
て
齊
宣
を
評
價（

８
）す
る
だ
け
で
な
く
、
齊
宣
が
登
場
し
な
い
章

に
お
い
て
も
時
と
し
て
齊
宣
と
結
び
つ
け
て
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、『
孟
子
』
吿
子
章
句
上
・
十
八
章
の
記
述
で
あ
る
。『
孟
子
』

本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

孟
子
曰
く
、「
仁
の
不
仁
に
勝
つ
や
、
犹
ほ
水
の
火
に
勝
つ
が
ご

と
し
。
今
の
仁
を
爲
す
者
は
、
犹
ほ
一
杯
の
水
を
以
て
一
車
薪
の

火
を
救
は
ん
と
す
る
が
ご
と
き
な
り
。
熄
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を

水
は
火
に
勝
た
ず
と
謂
ふ
。
此
れ
又
た
不
仁
に
與く

み

す
る
の
甚
し
き

者
な
り
、
亦
た
終
に
必
ず
亡
せ
ん
の
み
。」
と
。

孟
子
曰
、「
仁
之
勝
不
仁
也
、
犹
水
勝
火
。
今
之
爲
仁
者
、
犹
以

一
杯
水
救
一
車
薪
之
火
也
。
不
熄
、
則
謂
之
水
不
勝
火
。
此
又
與

於
不
仁
之
甚
者
也
、
亦
終
必
亡
而
已
矣
。」

�

（『
孟
子
』
吿
子
章
句
上
・
18
章
）

　

仁
と
不
仁
を
、
水
と
火
の
關
係
に
た
と
え
た
話
で
あ
る
。
仁
を
少
し

實
踐
し
て
み
て
は
效
果
が
な
い
と
諦
め
、
や
は
り
仁
で
は
不
仁
に
勝
て

な
い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
孟
子
は
一
杯
の
水
で
車
い
っ
ぱ
い
に

積
ん
だ
薪
の
火
を
消
そ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と
喩
え
、
仁
は
不
仁

に
勝
て
な
い
と
誤
解
す
る
こ
と
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。
孟
子
の
言
葉

通
り
、
仁
と
不
仁
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
解
釋
さ
れ
る
一
章
で
あ
る

が
、
張
九
成
は
こ
の
章
に
對
し
て
次
の
よ
う
な
註
釋
を
附
す
。

前
一
章
（
十
八
章
）
は
齊
宣
王
を
指
し
て
言
ふ
、
…
…
細
攷
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
齊
宣
王
の
易
牛
の
心
は
、
犹
ほ
一
杯
の
水

の
ご
と
き
な
り
。
其
の
土
地
を
闢
き
、
秦
楚
を
朝
せ
し
め
、
中
國

に
莅
み
、
四
夷
を
撫
せ
ん
と
す
る
の
欲
は
、
犹
ほ
一
車
薪
の
火
の

ご
と
き
な
り
。
…
…
齊
宣
の
爲
に
計
り
、
既
に
易
牛
の
心
を
言
下

に
悟
ら
し
め
、
此
を
以
て
致
知
・
格
物
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・

治
國
・
平
天
下
し
、
凡
そ
飮
⻝
寢
處
、
出
入
起
居
、
顚
沛
造
次
に

も
、
易
牛
の
心
を
以
て
之
を
運
用
せ
ざ
る
は
無
く
、
心
を
し
て
⺇

と
會
し
、
⺇
を
し
て
心
と
通
ぜ
し
め
、
日
復
た
一
日
、
新
た
に
し

て
又
た
新
た
に
、
諸こ

れ

を
四
海
に
放い

た

り
て
凖な

ぞ
ら

ひ
、
天
地
の
閒
に
塞

が
り
、
其
の
斂
し
て
之
を
藏
す
る
や
其
の
盈
を
見
ず
、
其
の
廓
し

て
之
を
充
た
す
や
其
の
闕
を
見
ず
、
此
く
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
仁

の
⺇
用
熟
せ
り
。

前
一
章
指
齊
宣
王
而
言
、
…
…
不
可
不
細
攷
也
。
齊
宣
王
易
牛
之

心
、
犹
一
杯
之
水
也
。
其
闢
土
地
、
朝
秦
楚
、
莅
中
國
、
撫
四
夷

之
欲
、
犹
一
車
薪
之
火
也
。
…
…
爲
齊
宣
計
、
既
悟
易
牛
之
心
於

言
下
、
以
此
致
知
格
物
誠
意
正
心
修
身
治
國
平
天
下
、
凡
飮
⻝

寢
處
、
出
入
起
居
、
顚
沛
造
次
、
無
不
以
易
牛
之
心
運
用
之
、
使

心
與
⺇
會
、
⺇
與
心
通
、
日
復
一
日
、
新
而
又
新
、
放
諸
四
海
而
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凖
、
塞
乎
天
地
之
閒
、
其
斂
而
藏
之
也
不
見
其
盈
、
其
廓
而
充
之

也
不
見
其
闕
、
如
此
則
仁
之
⺇
用
熟
矣
。�（『
孟
子
傳
』
卷
二
十
七
）

　

一
杯
の
水
と
車
一
輛
分
の
薪
の
火
の
比
喩
は
、
孟
子
が
齊
宣
の
こ
と

を
述
べ
た
も
の
と
解
釋
す
る
。
一
杯
の
水
に
喩
え
ら
れ
る
「
易
牛
の

心
」
は
、
梁
惠
王
章
句
上
・
七
章
に
見
え
る
齊
宣
の
話
。
齊
宣
が
犧
牲

と
な
る
べ
く
牽
か
れ
て
い
く
牛
を
目
に
し
、
可
愛
そ
う
に
思
い
、
儀
式

の
犧
牲
を
羊
に
替
え
さ
せ
た
。
齊
宣
は
目
の
前
に
い
る
牛
に
對
し
て
は

憐
れ
み
の
心
を
働
か
せ
た
が
、
ま
だ
見
ぬ
羊
に
は
思
い
が
乁
ん
で
い
な

い
。
孟
子
は
こ
の
時
の
心
を
評
價
す
る
。
牛
に
對
し
て
抱
い
た
あ
わ
れ

み
の
心
を
羊
に
、
延
い
て
は
國
民
に
擴
充
さ
せ
て
い
く
な
ら
ば
、
王
は

天
下
の
人
々
が
慕
う
王
者
に
な
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
仁
・
不
仁
に

つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
け
の
章
を
、
張
九
成
は
孟
子
が
齊
宣
を
諭
し
た

話
と
し
て
解
釋
し
て
い
く
。
な
お
、『
孟
子
傳
』
で
は
、『
孟
子
』
本
文

に
は
齊
宣
王
が
登
場
し
な
い
が
、
張
九
成
の
解
釋
で
は
齊
宣
王
に
言
乁

す
る
章
は
全
體
で
二
十
一
章
に
乁
ぶ
。
齊
宣
へ
の
言
乁
は
斷
片
的
で
あ

る
場
合
も
あ
る
が
、『
孟
子
傳
』
全
體
に
お
い
て
齊
宣
の
易
牛
の
話
は

隨
所
で
寀
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
右
の
張
九
成
の
解
釋
で
い
ま
一
つ
註
目
す
べ
き
こ
と
は
、
易

牛
の
心
の
擴
充
を
「
致
知
・
格
物
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
治
國
・
平

天
下
」
と
い
う
『
大
學
』
八
條
目
を
用
い
て
解
說
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
張
九
成
は
、
孟
子
の
「
擴
充
」
を
具
體
的
に
示
す
も
の
と
し
て

『
大
學
』
八
條
目
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
孟
子
傳
』
と
『
大

學
』
八
條
目
の
關
係
に
つ
い
て
は
後
節
に
お
い
て
改
め
て
寀
り
あ
げ
た

い
。

二

　

張
九
成
が
齊
宣
王
を
高
く
評
價
す
る
の
は
、
梁
惠
王
章
句
上
・
七
章

に
見
え
る
「
易
牛
」
の
話
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
張
九
成
が
單
に
本
文
に
沿
っ
て
解
釋
し
た
だ
け
と
い
う
に
は
收
ま

ら
な
い
、
心
の
動
き
に
註
目
し
た
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
長
文
と

な
る
た
め
、
一
部
を
省
略
し
な
が
ら
引
用
し
て
い
き
た
い
。

今
、
齊
王
の
忍
び
ざ
る
は
圣
王
と
同
じ
、
然
れ
ど
も
齊
王
の
忍
び

ざ
る
は
之
を
一
牛
に
施
す
の
み
に
し
て
、
圣
王
の
忍
び
ざ
る
は
之

を
百
姓
に
施
す
、
此
れ
孟
子 

其
の
忍
び
ざ
る
の
心
を
指
し
て
之

を
挽
き
て
王
衟
に
進
ま
し
む
る
所
以
な
り
。
…
…
然
れ
ど
も
齊
王

は
當
時
、
忍
び
ざ
る
の
心
を
行
へ
ど
も
其
の
⺇
を
識
ら
ず
、
因
り

て
孟
子 

之
を
指
し
て
圣
王
の
心
と
爲
す
、
乃
ち
此
の
心
の
著
見

せ
る
處
を
識
ら
し
む
、
一
指
の
力 

大
と
謂
ふ
べ
し
。
何
を
以
て

其
の
忍
び
ざ
る
の
心
を
識
る
と
爲
す
を
知
る
か
。
其
の
「
夫
れ
我

乃
ち
之
を
行
ふ
も
、
反
つ
て
之
を
求
め
て
、
吾
が
心
に
得
ず
。
夫
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子 
之
を
言
ひ
、
我
が
心
に
於
い
て
戚
戚
焉
た
る
有
り
」
と
曰
へ

ば
な
り
。

夫
れ
孟
子
の
忍
び
ず
と
言
ひ
て
、
齊
王 

之
を
體
し
、
乃
ち
忍
び

ざ
る
の
戚
戚
た
る
を
知
る
、
其
の
深
く
圣
王
の
心
を
得
る
や
明
か

な
り
。
乃
ち
能
く
此
の
心
を
指
し
て
以
て
孟
子
に
問
ふ
て
曰
く
、

「
王
た
る
に
合
す
る
所
以
の
者
は
何
ぞ
や
。」
と
。
孟
子 

其
の
⺇

已
に
發
し
て
、
遏
む
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
、
故
に
急
か
に
之
を
挽

き
て
百
姓
に
加
へ
し
め
ん
と
す
。
百
姓
に
加
ふ
れ
ば
、
王
衟
成
れ

り
。
其
の
「
王
に
復
す
者
有
り
、
曰
く
、
吾
が
力
は
以
て
百
鈞
を

擧
ぐ
る
に
足
れ
ど
も
、
一
羽
を
擧
ぐ
る
に
足
ら
ず
。
明
は
以
て
秋

毫
の
末
を
察
す
る
に
足
れ
ど
も
、
輿
薪
を
見
ず
と
。
則
ち
王 

之

を
許
す
か
」
と
曰
ふ
、
是
れ
な
り
。

王
既
に
然
り
と
せ
ず
、
以
て
否
と
爲
す
。
乃
ち
急
か
に
其
の
⺇
を

轉
じ
て
、
其
の
好
利
の
心
を
去
り
、
而
し
て
又
た
之
を
し
て
王
衟

に
進
ま
し
む
。
其
の
「
今
、
恩
は
以
て
禽
獸
に
乁
ぶ
に
足
り
て
、

功
は
百
姓
に
至
ら
ざ
る
者
は
、
獨
り
何
ぞ
や
。」「
然
ら
ば
則
ち
、

一
羽
の
擧
が
ら
ざ
る
は
、
力
を
用
ひ
ざ
る
が
爲
な
り
。
輿
薪
の
見

ざ
る
は
、
明
を
用
ひ
ざ
る
が
爲
な
り
。
百
姓
の
保
ん
ぜ
ら
れ
ざ
る

は
、
恩
を
用
ひ
ざ
る
が
爲
な
り
」
と
曰
ふ
、
是
れ
な
り
。

…
…
今
、
齊
王
能
く
此
の
一
牛
を
忍
び
ざ
る
の
心
を
擧
げ
て
、
以

て
百
姓
に
加
ふ
る
も
、
亦
た
精
神
を
勞
せ
ず
、
思
慮
を
關
せ
ず
、

き

步ほ

を
移
さ
ず
し
て
、
王
衟
行
ふ
。
孟
子 

齊
王
の
未
だ
固
な
ら

ざ
る
を
恐
れ
、
又
た
之
を
提
警
し
て
曰
く
、「
故
に
恩
を
推
せ
ば

以
て
四
海
を
保
ん
ず
る
に
足
り
、
恩
を
推
さ
ざ
れ
ば
以
て
妻
子
を

保
ん
ず
る
無
し
。
古
の
人 

大
い
に
人
に
過
ぎ
た
る
所
以
の
者
は
、

他
無
し
、
善
く
其
の
爲
す
所
を
推
す
の
み
」
と
。

今
齊
王
不
忍
與
圣
王
同
、
然
齊
王
不
忍
施
之
於
一
牛
、
而
圣
王
不

忍
施
之
於
百
姓
、
此
孟
子
所
以
指
其
不
忍
之
心
而
挽
之
進
於
王
衟

焉
。
…
…
然
齊
王
當
時
行
不
忍
之
心
而
不
識
其
⺇
、
因
孟
子
指
之

爲
圣
賢
之
心
、
乃
識
此
心
之
著
見
處
、
一
指
之
力
可
謂
大
矣
。
何

以
知
其
爲
識
不
忍
之
心
也
。
其
曰
、「
夫
我
乃
行
之
、
反
而
求
之
、

不
得
吾
心
。
夫
子
言
之
、
於
我
心
有
戚
戚
焉
。」
夫
孟
子
之
言
不

忍
、
而
齊
王
體
之
、
乃
知
不
忍
之
爲
戚
戚
、
其
深
得
圣
王
之
心
也

明
矣
。
乃
能
指
此
心
以
問
孟
子
曰
、「
所
以
合
於
王
者
何
也
。」
孟

子
知
其
⺇
已
發
、
不
可
遏
也
、
故
急
挽
之
使
加
於
百
姓
焉
。
加
於

百
姓
、
王
衟
成
矣
。
其
曰
「
有
復
於
王
者
曰
、
吾
力
足
以
舉
百

鈞
、
而
不
足
以
舉
一
羽
。
明
足
以
察
秋
毫
之
末
、
而
不
見
輿
薪
。

則
王
許
之
乎
」、
是
也
。
王
既
不
然
、
以
爲
否
矣
。
乃
急
轉
其
⺇
、

去
其
好
利
之
心
、
而
又
使
之
進
於
王
衟
焉
。
其
曰
「
今
恩
足
以
乁

禽
獸
、
而
功
不
至
於
百
姓
者
、
獨
何
與
。」「
然
則
、
一
羽
之
不
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舉
、
爲
不
用
力
焉
。
輿
薪
之
不
見
、
爲
不
用
明
焉
。
百
姓
之
不
見

保
、
爲
不
用
恩
焉
」、
是
也
。
…
…
今
齊
王
能
舉
此
不
忍
一
牛
之

心
、
以
加
於
百
姓
、
亦
不
勞
精
神
、
不
關
思
慮
、
不
移

步
、
而

王
衟
行
矣
。
孟
子
恐
齊
王
之
未
固
也
、
又
提
警
之
曰
、「
故
推
恩

足
以
保
四
海
、
不
推
恩
無
以
保
妻
子
。
古
之
人
所
以
大
過
人
者
、

無
他
焉
、
善
推
其
所
爲
而
已
矣
」。�

（『
孟
子
傳
』
卷
二
）

　

孟
子
は
「
易
牛
」（
牛
を
あ
わ
れ
ん
で
替
え
さ
せ
た
）
の
話
を
示
し
て
、

齊
宣
の
忍
び
ざ
る
心
が
古
の
圣
王
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
、
齊
宣
に
王

者
へ
の
衟
を
步
ま
せ
よ
う
と
し
た
。
張
九
成
は
こ
こ
に
心
の
動
き
を
洞

察
し
な
が
ら
導
い
て
い
く
孟
子
の
巧
み
な
敎
諭
が
う
か
が
え
る
と
考
え

る
。

　

齊
宣
は
犧
牲
と
な
る
牛
を
交
替
さ
せ
た
時
、
そ
れ
が
忍
び
ざ
る
心
か

ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
王
自
身
は
ど
の
よ
う
な
思
慮
が
働
い

て
い
た
の
か
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
孟
子
は
ま
ず
王
が

「
忍
び
ざ
る
心
」

―
牛
を
あ
わ
れ
む
心
に
よ
る
も
の
か
ら
羊
に
替
え

さ
せ
た
こ
と
を
自
覺
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
忍
び
ざ
る
心
こ
そ
古
の
圣

王
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、王
者
と
な
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

王
は
次
に
「
此
の
心
の
王
者
に
合
す
る
所
以
の
者
は
何
ぞ
や
。」
と

の
問
い
を
發
す
る
。
張
九
成
は
、
こ
の
問
い
に
對
す
る
孟
子
の
囘
答
を

「
孟
子 

其
の
⺇
已
に
發
し
て
、
遏
む
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
、
故
に
急
か

に
之
を
挽
き
て
百
姓
に
加
へ
し
め
ん
と
す
。
百
姓
に
加
ふ
れ
ば
、
王
衟

成
れ
り
。」
と
解
釋
す
る
。
王
に
善
へ
の
志
向
が
芽
生
え
た
こ
と
を
把

握
し
た
孟
子
は
、
そ
の
心
を
民
衆
（
百
姓
）
に
向
け
さ
せ
よ
う
と
導
い

て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
續
く
問
答
は
「
乃
ち
急
か
に
其

の
⺇
を
轉
じ
て
、
其
の
好
利
の
心
を
去
り
、
而
し
て
又
た
之
を
し
て
王

衟
に
進
ま
し
む
。」
と
指
摘
し
、
王
の
利
益
を
好
む
心
を
取
り
除
き
、

王
衟
を
步
ま
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
な
る
。

　

孟
子
は
次
の
段
階
と
し
て
、
牛
に
抱
い
た
忍
び
ざ
る
心
を
民
衆
（
百

姓
）
に
も
向
け
て
い
け
ば
よ
い
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
王
者
と
な
る
の
に

十
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
、
本
當
に
出
來
な
い
か
ら
で
は

な
く
、
行
お
う
と
し
な
い
だ
け
だ
と
言
う
。
こ
こ
ま
で
聞
い
た
王
は

「
し
な
い
の
と
、
で
き
な
い
の
は
、
ど
う
異
な
る
の
か
。」
と
尋
ね
た
。

張
九
成
は
こ
の
時
、
孟
子
は
〝
王
が
恩
惠
を
民
衆
に
乁
ぼ
そ
う
と
し
て

は
い
る
が
、
ま
だ
全
身
全
靈
で
取
り
組
も
う
と
は
し
て
お
ら
ず
、
思
慮

も
十
分
に
め
ぐ
ら
せ
て
い
な
い
〟
と
考
え
た
と
見
る
。
そ
の
た
め
、「
孟

子 

齊
王
の
未
だ
固
な
ら
ざ
る
を
恐
れ
、
又
た
之
を
提
警
し
て
曰
く
」

と
、
王
の
意
志
は
ま
だ
强
固
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
孟
子
は
そ
の
意
志

を
固
く
す
る
た
め
語
を
つ
い
で
い
っ
た
と
い
う
。

　

張
九
成
に
よ
れ
ば
、「
易
牛
」
の
話
は
た
だ
孟
子
が
齊
宣
に
忍
び
ざ

る
心
を
指
摘
し
、
王
衟
を
說
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
孟
子
は
齊
宣
の
心
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の
⺇
微
を
洞
察
し
な
が
ら
、
齊
宣
を
導
い
て
い
っ
た
敎
諭
と
見
做
す
の

で
あ
る
。
孟
子
が
い
か
に
人
の
心
の
動
き
を
察
す
る
の
に
長
け
た
圣
賢

だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
强
調
す
る
こ
と
で
も
あ
る（

９
）。

　

な
お
、
張
九
成
か
ら
す
れ
ば
、
齊
宣
は
缺
點
も
多
く
あ
る
が
、
少
な

く
と
も
孟
子
の
敎
諭
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
る
器
量
の
あ
る
人
物
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
そ
の
資
質
は
高
く
評
價
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
週

り
の
臣
下
に
は
孟
子
の
訓
え
を
妨
害
す
る
者
が
多
く
、
最
終
的
に
齊
宣

は
孟
子
の
言
葉
よ
り
も
、
週
圍
の
小
人
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
齊
宣
の
話
は
ま
た
、
人
主
と
し
て
は
い
か
に
自
身
の
心
を
正

し
く
保
つ
か
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
臣
下
は
人
主
が
不
善
に
傾
き
そ
う

に
な
っ
た
時
、
そ
れ
を
い
か
に
是
正
で
き
る
か
、
そ
れ
が
人
主
・
臣
下

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
も
な
る
。

三

　

張
九
成
『
孟
子
傳
』
で
は
、
齊
宣
の
「
易
牛
」
の
話
が
隨
處
に
擧
げ

ら
れ
る
。
王
衟
と
し
て
、
忍
び
ざ
る
心
を
自
覺
す
る
こ
と
か
ら
天
下
萬

民
へ
擴
充
し
て
い
く
こ
と
の
典
型
例
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
張
九

成
は
孟
子
が
齊
宣
に
芽
生
え
た
心
の
⺇
微
を
う
ま
く
と
ら
え
な
が
ら
導

い
て
い
っ
た
話
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
已
發
の
把
握
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
心
の
動
き
に
註
目
し
た
解
釋
は
、『
孟

子
傳
』
に
は
い
く
つ
か
う
か
が
え
る
。

　

公
孫
丑
章
句
上
・
八
章
で
は
、
孟
子
が
子
路
・
禹
・
舜
の
日
常
に
お

け
る
心
が
け
を
述
べ
る
。
子
路
は
自
分
の
過
ち
を
指
摘
さ
れ
る
の
を
喜

び
、
禹
は
善
言
を
吿
げ
る
者
に
敬
意
を
拂
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
子

路
と
禹
の
心
に
張
九
成
は
註
目
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

夫
れ
子
路
の
心
、
念
念
と
し
て
過
ち
を
求
む
、
惟
だ
失
錯
し
て
自

ら
知
ら
ざ
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
其
の
心
正
に
此
に
在
れ
ば
、
忽

と
し
て
人
有
り
、
其
の
過
ち
を
指
し
て
之
を
吿
げ
、
言 

其
の
⺇

に
合
す
、
此
れ
人
の
之
に
吿
ぐ
る
に
過
ち
有
る
を
以
て
す
れ
ば
則

ち
喜
ぶ
所
以
な
り
、
夫か

の
過
ち
を
文か

ざ

り
非
を
餝
る
者
と
異
な
れ

り
。
禹
の
用
心
は
則
ち
子
路
に
異
る
有
り
。
子
路
は
念
念
と
し
て

己
の
過
ち
を
求
む
、
大
禹
は
念
念
と
し
て
己
の
善
を
求
む
。
惟
れ

精
惟
れ
一
、
惟
れ
時
惟
れ
⺇
、
惟
れ
其
の
見
れ
ざ
る
を
恐
る
れ
ば

な
り
。
其
の
心
正
に
此
に
在
れ
ば
、
善
言
一
た
び
來
り
て
、
深
く

其
の
⺇
に
觸
る
、
此
れ
善
言
を
聞
け
ば
則
ち
拜
す
る
所
以
な
り
。

夫
子
路
之
心
、
念
念
求
過
、
惟
恐
失
錯
而
不
自
知
也
。
其
心
正
在

於
此
、
忽
有
人
焉
、
指
其
過
而
吿
之
、
言
合
其
⺇
、
此
所
以
人
吿

之
以
有
過
則
喜
也
、
與
夫
文
過
餝
非
者
異
矣
。
禹
之
用
心
則
有
異

於
子
路
。
子
路
念
念
求
己
之
過
、
大
禹
念
念
求
己
之
善
。
惟
精
惟

一
、
惟
時
惟
⺇
、
惟
恐
其
不
見
也
。
其
心
正
在
此
、
善
言
一
來
、
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深
觸
其
⺇
、
此
所
以
聞
善
言
則
拜
也
。�

（『
孟
子
傳
』
卷
七
）

　

子
路
が
過
ち
を
指
摘
さ
れ
て
喜
ん
だ
の
は
、
も
と
も
と
子
路
に
は
自

分
が
過
ち
を
犯
し
て
い
な
が
ら
自
覺
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
子
路
に
そ
の
よ
う
な
心
構
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
る
時
過
失
を
指
摘
さ
れ
る
と
、
そ
の
言
葉
が
自

身
の
時
⺇
に
适
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
喜
ん
だ
。
こ
れ
は
過
ち
を
誤

魔
化
す
よ
う
な
人
々
と
は
異
な
る
心
境
に
あ
る
。
一
方
、
禹
の
場
合
は

日
々
善
行
に
努
め
て
お
り
、『
尙
書
』
に
見
え
る
「
惟
れ
精
惟
れ
一
」

（
大
禹
謨
）、「
惟
れ
時
惟
れ
⺇
」（
益
稷
謨
）
は
禹
の
日
々
の
戒
め
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
心
構
え
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
善
言
を
述
べ

る
者
が
お
り
、
そ
れ
が
深
く
心
の
⺇
に
屆
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
相

手
に
敬
意
を
拂
っ
て
拜
禮
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
常
の
心
構
え
と

そ
れ
が
⺇
に
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
し
な
が
ら
解
釋
す
る（

（1
（

。

　

心
の
動
き
に
註
目
し
た
解
釋
は
、
テ
キ
ス
ト
の
讀
み
方
に
も
關
わ
っ

て
く
る
。
張
九
成
は
書
（
經
書
）
を
通
し
て
圣
賢
の
心
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
る
。
そ
の
時
、
そ
の
人
物
に
は
ど
の
よ
う
な
思
慮
が
き
ざ
し

て
い
る
か
を
把
握
し
な
が
ら
、
圣
賢
の
や
り
と
り
を
解
釋
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
時
と
し
て
『
孟
子
』
本
文
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
心
の
動

き
を
大
膽
に
推
察
し
な
が
ら
讀
解
す
る
こ
と
も
あ
る
。
萬
章
章
句
上
・

二
章
に
は
、
兄
舜
の
こ
と
を
憎
む
𧰼
が
屋
根
に
い
る
舜
を
藏
ご
と
燒
き

拂
い
、
井
戶
を
舜
ご
と
埋
め
よ
う
と
し
た
話
を
收
め
る
。
舜
の
殺
害
に

成
功
し
た
と
確
信
し
た
𧰼
は
、
舜
の
家
に
乘
り
込
み
、
家
財
や
舜
の
妻

を
我
が
物
と
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
舜
が
生
き
て
目
の
前
に
現
れ

た
。
殺
害
に
失
敗
し
た
と
知
っ
た
𧰼
は
、
忸
怩
た
る
樣
子
で
舜
に
向
か

っ
て
「
鬱
陶
、
君
を
思
ふ
の
み
」（
あ
な
た
の
こ
と
を
ず
っ
と
心
配
し
て
お

り
ま
し
た
）
と
吿
げ
た
。
こ
の
𧰼
の
言
葉
を
舜
が
喜
ん
だ
と
い
う
話
で

あ
る
。
こ
の
時
の
舜
の
喜
び
は
本
物
か
ど
う
か
が
孟
子
と
萬
章
の
問
答

の
主
眼
で
あ
り
、
歷
代
の
註
釋
家
た
ち
も
惱
ん
だ
問
題
で
あ
る（

（1
（

。
殺
害

を
計
畫
し
た
舜
が
生
き
て
い
た
時
、
𧰼
は
本
心
か
ら
「
鬱
陶
、
君
を
思

ふ
の
み
」
と
言
っ
た
の
か
。
も
し
本
心
か
ら
で
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、

舜
の
喜
び
は
僞
り
な
の
か
。
孟
子
の
囘
答
も
明
確
と
は
言
い
難
く
、
歷

代
の
註
釋
も
曖
昧
な
解
釋
に
止
ま
る
こ
と
が
多
い
。
張
九
成
は
𧰼
の
心

の
動
き
を
推
察
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
解
釋
す
る
。

嗚
呼
、
圣
人
豈
に
僞
り
有
ら
ん
や
。
一
毫
の
僞
り
有
れ
ば
、
乃
ち

鬼き

蜮よ
く

に
し
て
、
天
理
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
弟
の
兄
に
於
け
る

は
、
天
理
の
相
愛
。
其
の
迷
罔
し
て
謀
殺
に
至
る
所
以
の
者
は
、

乃
ち
凶
傲
の
致
す
所
な
り
。
凶
傲
の
起
る
に
方あ

た

り
て
は
、
則
ち
忿

怒
を
見
て
天
理
を
見
ず
。
事
成
り
謀
濟な

る
に
乁
び
て
、
凶
傲
既
に

息や

み
、
天
理
自
ら
生
ず
、
安
ん
ぞ
其
の
悔
心
無
き
を
知
ら
ん
や
。

悔
心
は
乃
ち
天
理
の
當
然
な
り
。
𧰼
以
て
舜
死
せ
り
と
爲
し
、
既
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に
舜
の
宮
に
入
れ
ば
、
舜
突
然
と
し
て
前
に
在
り
、
之
を
愛
に
友

た
り
、
計
較
す
る
に
暇
あ
ら
ず
、
忽
然
と
し
て
四
起
す
、
此
れ
乃

ち
眞
情
な
り
。
…
…
夫
の
凶
傲
の
氣
已
に
濟な

り
、
愛
兄
の
心
已
に

生
ず
る
に
乁
び
て
は
、
則
ち
其
の
生
ず
る
處
に
就つ

き
て
、
善
言
を

以
て
之
を
導
く
。
此
れ
又
た
圣
人
造
化
の
術
な
り
。

嗚
呼
、
圣
人
豈
有
僞
哉
。
有
一
毫
之
僞
、
乃
鬼
蜮
耳
、
非
天
理

也
。
夫
弟
之
於
兄
、
天
理
相
愛
。
其
所
以
迷
罔
至
於
謀
殺
者
、
乃

凶
傲
所
致
也
。
方
凶
傲
之
起
、
則
見
忿
怒
而
不
見
天
理
。
乁
事
成

謀
濟
、
凶
傲
既
息
、
天
理
自
生
、
安
知
其
無
悔
心
乎
。
悔
心
乃
天

理
當
然
也
。
𧰼
以
爲
舜
死
矣
、
既
入
舜
宮
、
舜
突
然
在
前
、
友
于

之
愛
、
不
暇
計
較
、
忽
然
四
起
、
此
乃
眞
情
也
。
…
…
乁
夫
凶
傲

之
氣
已
濟
、
愛
兄
之
心
已
生
、
則
就
其
生
處
、
以
善
言
導
之
。
此

又
圣
人
造
化
之
術
也
。�

（『
孟
子
傳
』
卷
二
十
二
）

　

舜
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
、
𧰼
の
心
は
「
凶
傲
」
に
と
り
つ

か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
舜
の
殺
害
を
完
遂
す
る
と
、
𧰼
に
は
「
悔

心
」
が
生
じ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
殺
害
は
失
敗
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
𧰼
は
こ
の
凶
行
を
後
悔
し
始
め
て
お
り
、
そ
ん
な
時
に

舜
が
生
き
て
目
の
前
に
現
れ
た
た
め
「
鬱
陶
、
君
を
思
ふ
の
み
」
と
述

べ
た
と
推
測
す
る
。
悔
心
を
抱
い
て
い
た
𧰼
の
言
葉
は
本
心
か
ら
發
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
舜
も
そ
れ
を
喜
ん
だ
。
こ
こ
に
僞
り
は
な
い
と

張
九
成
は
解
釋
す
る
。
そ
し
て
更
に
こ
の
時
、
舜
は
𧰼
の
心
に
兄
を
思

う
氣
持
ち
が
芽
生
え
た
こ
と
を
察
知
し
、
こ
の
⺇
會
を
つ
か
ま
え
て
優

し
い
言
葉
を
か
け
た
。
こ
う
し
て
舜
は
𧰼
を
善
い
方
向
へ
導
い
て
い
っ

た
と
言
う
の
で
あ
る
。
張
九
成
か
ら
す
れ
ば
、
萬
章
章
句
上
・
二
章
は

舜
が
𧰼
の
心
の
動
き
を
洞
察
し
、
う
ま
く
敎
諭
し
て
い
っ
た
話
と
な

る
。
こ
れ
は
齊
宣
を
敎
諭
し
て
い
っ
た
孟
子
と
同
樣
の
手
法
と
な
っ
て

く
る
。

四

　
『
孟
子
』
の
議
論
に
お
い
て
、
張
九
成
は
王
衟
論
を
重
視
す
る
。
で

は
、
張
九
成
が
心
の
動
き
に
註
目
し
な
が
ら
解
釋
す
る
こ
と
は
、
王
衟

論
と
い
か
に
關
わ
っ
て
く
る
か
。
心
の
洞
察
を
實
際
の
政
治
の
場
に
い

か
に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
張
九
成
は
こ
こ
に
『
大

學
』
の
八
條
目
を
と
り
あ
げ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
『
孟
子
傳
』
卷
二
十
七
で
は
、
齊
宣
の
「
易
牛
の

心
」
を
擴
充
さ
せ
る
方
法
と
し
て
『
大
學
』
の
「
致
知
・
格
物
・
誠

意
・
正
心
・
修
身
・
治
國
・
平
天
下
」
が
寀
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

『
孟
子
傳
』
を
槪
觀
す
る
と
、
解
釋
に
『
大
學
』
を
引
用
す
る
こ
と
が

多
く
、「
格
物
」
な
ど
の
八
條
目
は
『
孟
子
傳
』
百
七
十
六
章（

（1
（

の
う
ち

三
十
三
章
で
引
用
・
言
乁
さ
れ
て
い
る
。
張
九
成
は
孟
子
の
論
と
『
大
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學
』
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
離
婁
章
句

上
・
五
章
で
孟
子
が
述
べ
る
「
人 

恆
の
言
有
り
、
皆
な
曰
く
、
天
下

國
家
と
。
天
下
の
本
は
國
に
在
り
、
國
の
本
は
家
に
在
り
、
家
の
本
は

身
に
在
り
」
と
い
う
言
葉
に
は
、『
大
學
』
の
修
身
・
齊
家
・
治
國
・

平
天
下
が
連
想
さ
れ
る
。
宋
代
以
降
の
註
釋
家
た
ち
は
本
章
に
お
い
て

「
大
學
」
に
言
乁
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
さ
ら
に
張
九
成
は
本
章
を
通

し
て
『
孟
子
』
と
『
大
學
』
の
同
異
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
く
。

『
孟
子
傳
』
で
は
、
本
章
の
註
釋
と
し
て
『
大
學
』
本
文
（
古
之
欲
明
明

德
～
此
謂
知
之
至
也
）
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
（『
大
學
』
本
文

は
省
略
し
た
）。

大
學
に
曰
く
、
…
…
と
。
孟
子
の
言
と
相
ひ
表
裏
を
爲
す
。
然
れ

ど
も
余
嘗
て
之
を
考
ふ
、
大
學
の
衟
は
致
知
よ
り
始
ま
り
、
孟
子

の
論
は
修
身
に
本
づ
く
は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
致
知
は
方
に
其
の
體

を
求
む
、
而
し
て
修
身
は
已
に
用
に
見あ

ら

は
る
。
…
…
深
く
其
の
本

を
原た

づ

ぬ
れ
ば
、
本
は
修
身
よ
り
す
、
此
れ
孟
子
の
說
な
り
。
修
身

の
本
を
原
ぬ
れ
ば
、
本
は
格
物
よ
り
す
、
此
れ
大
學
の
衟
な
り
。

余 

孟
子
の
論
に
因
り
て
、
又
た
大
學
の
說
を
發
す
る
は
、
修
身

の
本
は
格
物
よ
り
し
て
始
ま
る
を
知
ら
し
め
て
、
然
る
後
に
孟
子

の
學 

⺇
ん
ど
得
て
言
ふ
べ
き
な
れ
ば
な
り
。

大
學
曰
、
…
…
。
與
孟
子
之
言
相
爲
表
裏
。
然
余
嘗
考
之
、
大
學

之
衟
始
於
致
知
、
孟
子
之
論
本
於
修
身
、
何
也
。
蓋
致
知
方
求
其

體
、
而
修
身
已
見
於
用
。
…
…
深
原
其
本
、
本
自
修
身
、
此
孟
子

之
說
也
。
原
修
身
之
本
、
本
自
格
物
、
此
大
學
之
衟
也
。
余
因
孟

子
之
論
、
又
發
大
學
之
說
、
使
知
修
身
之
本
自
格
物
而
始
、
然
後

孟
子
之
學
⺇
可
得
而
言
矣
。�

（『
孟
子
傳
』
卷
十
四
）

　

張
九
成
は
「
大
學
の
衟
」
と
「
孟
子
の
論
」
の
主
眼
の
違
い
に
註
目

す
る
。
そ
れ
は
『
孟
子
』
と
『
大
學
』
の
論
が
通
底
し
て
い
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
考
察
と
い
え
る
。
張
九
成
は
考
察
の
結
果
、
孟
子
の
論
は

治
世
の
本
源
を
尋
ね
る
が
故
に
「
修
身
」
か
ら
始
め
る
こ
と
に
力
點
を

置
き
、
大
學
の
衟
は
修
身
の
本
源
を
尋
ね
る
が
故
に
「
格
物
」
か
ら
始

め
る
こ
と
に
力
點
を
置
い
た
と
結
論
づ
け
る
。『
孟
子
』
の
論
と
『
大

學
』
の
說
は
相
互
に
關
連
し
あ
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
『
孟

子
』
と
『
大
學
』
は
表
裏
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

修
身
の
本
と
な
る
「
格
物
」
に
つ
い
て
、
張
九
成
は
「
窮
理
」
の
こ

と
と
解
釋
す
る
。
程
頤
の
見
解
を
繼
承
す
る
張
九
成
で
あ
れ
ば
當
然
の

見
解
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
格
物
の
對
𧰼
に
註
目
し
た
場
合
、
程
頤

の
よ
う
に
〝
格
物
（
窮
理
）
＝
讀
書
〟
と
い
う
解
說（

（1
（

を
張
九
成
は
し
な

い
。
あ
る
い
は
讀
書
を
前
提
と
し
た
上
で
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

格
物
（
窮
理
）
に
つ
い
て
は
「
所
謂
格
物
な
る
者
は
、
窮
理
の
謂
ひ
な

り
。
一
念
の
微
、
萬
事
の
衆
、
萬
物
の
多
、
皆
な
理
な
り
」（『
孟
子
傳
』
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卷
十
九
）、「
格
物
の
學
は
、
則
ち
以
て
圣
人
の
心
を
知
る
べ
し
」（『
橫

浦
集
』
卷
十
四
・「
春
秋
講
義
」）
と
述
べ
る
。「
一
念
の
微
」「
圣
人
の

心
」
な
ど
、
張
九
成
の
格
物
に
は
心
の
把
握
が
重
要
な
こ
と
と
し
て
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
下
・
四
章
は
、
齊
王
に
責
任
を
自
覺
さ
せ
よ

う
と
し
た
話
で
あ
る
。
孟
子
は
、
齊
の
各
都
市
を
治
め
る
長
官
た
ち
に

「
部
下
が
職
務
を
怠
っ
て
い
る
の
は
監
督
者
の
責
任
で
あ
る
」
と
諭
し

た
と
こ
ろ
、
孔
距
心
だ
け
が
部
下
の
怠
慢
は
自
分
の
罪
で
あ
る
と
認
め

た
。
齊
王
に
會
っ
た
孟
子
は
こ
の
話
を
傳
え
、「（
長
官
の
中
で
）
自
分

の
責
任
と
罪
を
知
る
者
は
孔
距
心
だ
け
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
す
る
と

王
は
「
此
れ
則
ち
寡
人
の
罪
な
り
」
と
答
え
た
。
孟
子
は
王
に
も
統
治

者
と
し
て
の
責
任
を
自
覺
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
張
九
成
は
こ
の
話
を
次

の
よ
う
に
解
釋
す
る
。

王
又
た
軒
然
と
し
て
自
ら
咎
め
て
曰
く
、「
此
れ
則
ち
寡
人
の
罪

な
り
。」
と
。
夫
れ
罪
の
己
に
在
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
則
ち
必
ず

悔
ゆ
、
悔
ゆ
れ
ば
則
ち
必
ず
改
む
、
其
の
功
用
又
た
大
な
る
者
有

り
、
特た

だ
齊
王
の
⺇
、
未
だ
發
せ
ざ
る
の
み
。
是
を
以
て
學
は
當

に
格
物
す
べ
き
を
知
る
。
格
物
す
れ
ば
則
ち
能
く
天
下
の
理
を
窮

む
、
天
下
の
理
を
窮
む
れ
ば
則
ち
人
情
物
態
、
喜
怒
逆
順
、
形
勢

縱
橫
、
皆
な
揆は

か

る
所
の
理
を
迯
れ
ず
。
優
に
し
て
之
を
柔
し
、
自

ら
之
を
得
し
む
。
饜
に
し
て
之
を
飫
し
、
自
ら
之
に
趨
か
し
む
。

一
旦
釋
然
と
し
て
理
順
ひ
、
怡
然
と
し
て
冰
解
く
る
は
、
皆
な
格

物
の
效
な
り
。

王
又
軒
然
自
咎
曰
、「
此
則
寡
人
之
罪
也
。」
夫
知
罪
在
己
、
則
必

悔
、
悔
則
必
改
、
其
功
用
又
有
大
者
、
特
齊
王
⺇
未
發
耳
。
以
是

知
學
當
格
物
。
格
物
則
能
窮
天
下
之
理
、
窮
天
下
之
理
則
人
情
物

態
、
喜
怒
逆
順
、
形
勢
縱
橫
、
皆
不
迯
於
所
揆
之
理
。
優
而
柔

之
、
使
自
得
之
。
饜
而
飫
之
、
使
自
趨
之
。
一
旦
釋
然
理
順
、
怡

然
冰
解
、
皆
格
物
之
效
也
。�

（『
孟
子
傳
』
卷
八
）

　

部
下
の
怠
慢
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
自
分
に
罪
が
あ
る
と
自
覺
す

れ
ば
後
悔
す
る
し
、
後
悔
す
れ
ば
必
ず
改
め
よ
う
と
す
る
。
監
督
者
・

爲
政
者
の
責
任
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
齊
王
も
こ
の
こ
と
に
よ
う
や

く
氣
が
付
い
た
が
、
た
だ
ま
だ
そ
の
心
は
完
全
に
は
動
い
て
い
な
い
。

張
九
成
は
こ
れ
を
探
求
し
て
い
く
の
が
格
物
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

格
物
し
て
天
下
の
理
を
窮
め
た
な
ら
ば
、
世
情
の
あ
り
よ
う
や
、
喜
怒

な
ど
の
感
情
の
發
露
、
時
勢
の
流
れ
と
い
う
も
の
は
、
い
ず
れ
も
理
解

し
た
衟
理
か
ら
違
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
格
物
に
よ
っ
て
人
の
心
を

把
握
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

ま
た
張
九
成
『
孟
子
傳
』
の
解
釋
は
、
人
主
は
心
を
正
し
て
政
治
に

臨
み
、
臣
下
は
人
主
に
正
し
い
心
を
保
た
せ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
を
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核
と
す
る
。
離
婁
章
句
上
・
十
四
章
は
冉
求
が
季
孫
氏
の
惡
德
を
改
め

ず
、
卻
っ
て
租
稅
を
重
く
し
た
こ
と
か
ら
、
孔
子
が
「
求
は
我
が
徒
に

非
ず
。
小
子 
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
を
攻
め
て
可
な
り
」
と
批
判
し
た
こ

と
を
載
せ
る
章
で
あ
る
。
仕
え
る
人
物
を
正
し
い
方
向
に
變
え
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
。
張
九
成
は
「
圣
王
の
學
」
と
は
、
臣
下
と
し
て
は

「
人
君
の
心
術
を
正
す
こ
と
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論

じ
る
。大

人 

以
て
憂
ひ
と
爲
さ
ず
、
憂
ふ
べ
き
所
の
者
は
、
人
君
の
心

術
の
み
。
惟
だ
大
人
に
格
物
の
學
有
り
、
充
た
し
て
天
下
國
家
を

爲を
さ

む
る
に
至
れ
ば
、
其
の
⺇
甚
だ
明
か
に
、
其
の
候
甚
だ
熟
し
、

一
た
び
人
主
に
見
ゆ
れ
ば
、
其
の
非
心 
何
れ
の
處
に
偏
る
か
を

知
り
、
吾
は
則
ち
言
を
以
て
之
を
指
し
、
行
を
以
て
之
を
感
ぜ
し

め
、
其
の
歸
す
る
所
を
窮
め
、
其
の
旁
出
を
扼
し
、
人
君
を
し
て

一
言
の
下
、
一
事
の
閒
に
忽
然
と
し
て
開
寤
し
、
平
生
の
非
心
一

息
の
頃
に
影
滅
し
跡
絕
え
、
而
し
て
固
有
の
心
盡
く
皆
な
發
見
せ

し
む
。

大
人
不
以
爲
憂
、
所
可
憂
者
、
人
君
心
術
耳
。
惟
大
人
有
格
物
之

學
、
充
而
至
爲
天
下
國
家
、
其
⺇
甚
明
、
其
候
甚
熟
、
一
見
人

主
、
知
其
非
心
偏
於
何
處
、
吾
則
以
言
指
之
、
以
行
感
之
、
窮
其

所
歸
、
扼
其
旁
出
、
使
人
君
一
言
之
下
、
一
事
之
閒
忽
然
開
寤
、

平
生
非
心
一
息
之
頃
影
滅
跡
絕
、
而
固
有
之
心
盡
皆
發
見
。

�

（『
孟
子
傳
』
卷
十
六
）

　

政
治
課
題
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
臣
下
と
し
て
は
人
君
の
心
術
こ

そ
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
格
物
の
學
に
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
格
物
に
努
め
、
天
下
國
家
に
ま
で
乁
ぶ
衟
理
を
明
ら
か
に
し

た
な
ら
ば
、
謁
見
し
た
人
主
に
何
ら
か
の
惡
心
が
起
こ
っ
て
い
よ
う
と

も
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
把
握
し
、
自
身
の
言
葉
や
行
動
に
よ
っ
て
正
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る（

（1
（

。
張
九
成
は
心
の
把
握
か
ら
人
主
の
心
術
を

正
す
こ
と
の
具
體
的
な
方
法
と
し
て
『
大
學
』
八
條
目
を
引
用
し
て
い

く
。『
大
學
』
八
條
目
と
し
て
は
、
心
の
⺇
微
を
察
す
る
こ
と
か
ら
着

手
し
、
人
主
・
臣
下
は
心
を
正
し
く
保
っ
て
政
治
に
臨
む
こ
と
を
示
し

た
も
の
と
な
る
。
な
お
、
張
九
成
に
は
『
大
學
說
』
一
卷
（
あ
る
い
は

二
卷
）
の
著
が
あ
っ
た
が
（『
直
齋
書
錄
解
題
』
卷
二
・
禮
類
）、
現
在
は

佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
。

五

　

最
後
に
張
九
成
の
『
孟
子
傳
』
の
位
置
づ
け
を
う
か
が
う
た
め
、
北

宋
か
ら
南
宋
初
期
に
か
け
て
の
『
孟
子
』
解
釋
に
つ
い
て
整
理
し
て
み

た
い
。

　

週
知
の
通
り
、『
孟
子
』
は
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
註
目
さ
れ
る
よ
う
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に
な
っ
た
書
で
あ
る
。
眞
宗
の
時
代
か
ら
孟
子
表
彰
の
兆
し
が
現
れ
始

め
、
孟
子
は
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
に
よ
っ
て
大
き
く
顯
彰

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
煕
甯
四
年
（
一
〇
七
一
）、
科
擧
の
改
制
が
議
論

さ
れ
、
五
經
を
修
め
る
と
と
も
に
『
論
語
』『
孟
子
』
を

修
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
元
豐
六
年
（
一
〇
八
三
）、
孟
子

は
鄒
國
公
に
追
封
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
孔
子
廟
に
配
享
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
孟
子
は
、
孔
子
・
顏
子
に
繼
ぐ
位
置
づ
け
と
な
る
。

　

王
安
石
は
い
か
な
る
觀
點
か
ら
『
孟
子
』
を
評
價
し
た
か
。
王
學
の

資
料
が
傳
わ
ら
な
い
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
觀
點

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
王
安
石
の
政
治
思
想
は
『
週
禮
』
と
『
孟
子
』

に
依
據
し
て
い
る
が
、
特
に
政
治
制
度
改
革
の
理
念
を
確
立
す
る
こ
と

に
お
い
て
は
『
孟
子
』
を
精
神
的
な
據
り
所
と
し
た（

（1
（

。
そ
れ
は
政
治
改

革
を
推
進
す
る
爲
政
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
孟
子
に
共
鳴
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
君
主
に
對
す
る
孟
子
の
說
諭
の
仕
方
を
參
考
に
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
う
か
が
え
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
性
情
一
元
を
論
じ

る
王
安
石
は
、
性
善
說
の
立
場
に
は
立
っ
て
お
ら
ず（

（1
（

、『
孟
子
』
の
議

論
全
て
を
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

王
安
石
が
牽
引
し
た
孟
子
尊
崇
の
風
潮
に
對
し
、
異
を
唱
え
る
論
調

も
强
く
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
傳
統
的
經
書
群
の
中
に
新
參
の
『
孟
子
』

を
入
れ
る
こ
と
へ
の
違
和
感
あ
る
い
は
忌
避
感
で
あ
り
、
か
つ
王
安
石

の
新
法
黨
に
對
す
る
反
感
で
も
あ
っ
た
。
舊
法
黨
を
代
表
す
る
司
馬
光

（
一
〇
一
九
～
一
〇
八
六
）
は
反
王
安
石
の
立
場
に
立
ち
、
積
極
的
に
孟

子
批
判
を
展
開
し
た
。
孔
子
と
孟
子
の
所
說
は
一
致
し
な
い
こ
と
、
特

に
性
善
說
・
君
臣
觀
・
王
灞
義
利
の
辯
な
ど
に
つ
い
て
孟
子
の
論
へ
の

疑
義
を
提
示
し
た
（
司
馬
光
「
疑
孟
」）。
蘇
軾
（
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）

に
も
孟
子
批
判
の
論
が
あ
り
、
非
孟
に
は
反
王
學
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

い
う
要
素
も
强
い
。
こ
れ
ら
の
論
爭
は
、
孟
子
の
所
說
が
孔
子
と
一
致

す
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
爭
點
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
程
顥
（
一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
）・
程
頤
（
一
〇
三
三

～
一
一
〇
七
）
は
ま
た
異
な
る
觀
點
か
ら
『
孟
子
』
を
評
價
し
た
。
孔

子
と
孟
子
の
所
說
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
視
點
で
は
な
く
、『
孟

子
』
に
は
『
孟
子
』
固
有
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
上
で
程

顥
は
『
孟
子
』
の
修
養
論
に
多
く
着
目
し
、
程
頤
は
理
論
的
な
方
面
に

多
く
言
乁
し
た
と
い
う（

（1
（

。

　

靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）、
欽
宗
が
卽
位
す
る
と
、
王
學
の
排
斥
が
始

ま
る
。
楊
時
（
一
〇
五
三
～
一
一
三
五
）
は
王
安
石
『
三
經
新
義
』
の
禁

止
を
上
奏
し
、
衟
學
の
勢
力
が
擴
大
す
る
契
⺇
と
な
っ
て
い
く（

（1
（

。
楊
時

は
國
子
祭
酒
と
し
て
學
術
を
牽
引
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
楊
時
自
身
は

『
孟
子
』
が
「
心
を
正
す
」
こ
と
を
說
い
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、『
孟

子
』
を
自
己
陶
冶
の
書
と
と
ら
え
た
。
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金
の
侵
攻
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
北
宋
が
滅
亡
す
る
と
、
建
炎
元
年

（
一
一
二
七
）、
高
宗
が
卽
位
。
南
宋
朝
廷
は
反
王
學
の
立
場
に
立
ち
、

衟
學
者
が
次
々
と
登
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
趨
勢
の
も
と
、
張
九
成

は
南
宋
最
初
の
科
擧
試
驗
（
紹
興
二
年
・
一
一
三
二
年
）
に
お
い
て
狀
元

と
な
る
。
趙
鼎
（
一
〇
八
五
～
一
一
四
七
）
が
宰
相
に
あ
っ
た
紹
興
四
年

（
一
一
三
四
）
か
ら
八
年
（
一
一
三
八
）
ま
で
は
衟
學
者
が
政
治
勢
力
と

し
て
有
力
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
張
九
成
は
、
か
つ
て
王
學
派
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
た
『
神
宗
實
錄
』『
哲
宗
實
錄
』
を
修
訂
す
る
と
い
う
事

業
に
從
事
す
る
。
こ
の
修
訂
事
業
に
は
二
十
一
名
が
關
與
し
、
そ
の
う

ち
程
頤
の
學
統
に
つ
ら
な
る
も
の
が
八
人
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
五
人
は

張
九
成
ら
楊
時
門
下
だ
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
王
學
派
を
擁
護
す
る
秦
檜
（
一

〇
九
二
～
一
一
五
五
）
が
政
治
を
專
ら
に
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
衟
學

派
は
抑
壓
さ
れ
る
。
金
と
の
和
議
を
め
ぐ
っ
て
張
九
成
は
秦
檜
と
對
立

し
、
罷
免
さ
れ
た
。
在
野
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、『
孟
子
傳
』
は
編

纂
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

張
九
成
の
『
孟
子
傳
』
は
、
北
宋
で
展
開
さ
れ
た
孔
子
と
孟
子
の
所

說
が
異
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
深
入
り
せ
ず（

（2
（

、「
心
術
」
を
重
視
す

る
と
い
う
點
で
は
程
頤
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
心
を
正

す
」
と
い
う
點
で
は
楊
時
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
用

心
に
着
目
し
た
讀
み
方
も
程
頤
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

程
頤
は
『
論
語
』『
孟
子
』
の
讀
み
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。學

ぶ
者
は
當
に
論
語
孟
子
を
以
て
本
と
爲
す
べ
し
。
論
語
孟
子
既

に
治
む
れ
ば
、
則
ち
六
經
は
治
め
ず
し
て
明
か
な
る
べ
し
。
讀
書

と
は
當
に
圣
人
の
經
を
作
る
所
以
の
意
と
圣
人
の
心
を
用
ふ
る
所

以
と
圣
人
の
圣
人
に
至
る
所
以
と
を
觀
る
べ
し
。

學
者
當
以
論
語
孟
子
爲
本
。
論
語
孟
子
既
治
、
則
六
經
可
不
治
而

明
矣
。
讀
書
者
、
當
觀
圣
人
所
以
作
經
之
意
與
圣
人
所
以
用
心
與

圣
人
所
以
至
圣
人
。�（『
程
氏
遺
書
』
卷
二
十
五
・
伊
川
先
生
語
十
一
）

　

程
頤
は
『
論
語
』『
孟
子
』
を
ま
ず
は
學
ぶ
こ
と
、
そ
の
讀
書
の
仕

方
は
圣
人
が
經
書
を
作
っ
た
意
圖
・
圣
人
の
心
の
用
い
方
・
圣
人
が
圣

人
へ
と
至
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
張
九
成

は
、
程
頤
の
言
う
圣
人
の
心
の
用
い
方
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
、『
孟

子
傳
』
に
結
實
さ
せ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
孔
孟
一
致
論
の
展
開
は
、『
孟
子
』
と
他
の
經
書
と
の
關
連
を

探
求
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
『
論
語
』
と
の
關
連
が
重
視
さ
れ
、

『
孟
子
』
は
『
論
語
』
を
補
う
書
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

性
說
な
ど
の
理
念
的
な
思
索
を
深
め
る
者
は
『
中
庸
』
と
の
關
連
に
關

心
を
向
け
た
。
と
も
に
後
の
朱
熹
に
繼
承
さ
れ
る
觀
點
で
あ
る
。
そ
の

他
、『
春
秋
』
と
の
關
連
も
檢
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
他
書
と
の
關
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連
を
檢
討
し
た
こ
と
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
心
に
註
目
す
る
張
九
成

は
『
大
學
』
と
の
關
連
を
重
視
し
た
。
人
主
・
臣
下
が
い
か
に
心
を
正

し
て
政
治
に
臨
む
か
と
い
う
議
論
に
お
い
て
、
張
九
成
が
『
大
學
』
八

條
目
を
關
連
さ
せ
な
が
ら
論
じ
て
い
た
こ
と
は
前
節
に
見
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
よ
り
端
的
に
「
孟
子
の
學
は
、
格
物
・
致
知
・
正
心
・
誠
意

よ
り
、
以
て
天
下
・
國
家
を
爲を

さ

む
る
に
至
る
ま
で
、
其
の
之
を
語
る
こ

と
甚
だ
詳
た
り
、
其
の
之
を
擇
ぶ
こ
と
甚
だ
精
た
り
。」（『
孟
子
傳
』
卷

四
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
孟
子
の
學
問
と
い
う
も
の
は
、
格
物
・
致
知

か
ら
治
國
・
平
天
下
ま
で
を
詳
細
か
つ
精
密
に
論
じ
た
も
の
だ
と
い
う

槪
括
で
あ
る
。
南
宋
初
期
、
張
九
成
は
『
大
學
』
と
結
び
つ
け
な
が
ら

『
孟
子
』
を
讀
解
し
て
い
っ
た
。

結

　

本
稿
で
は
そ
れ
ほ
ど
特
徵
的
な
解
釋
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る

『
孟
子
傳
』
に
つ
い
て
、
張
九
成
が
圣
賢
の
用
心
と
『
大
學
』
を
重
視

し
た
こ
と
を
中
心
に
檢
討
し
た
。『
孟
子
傳
』
中
、
最
も
多
く
寀
り
あ

げ
ら
れ
る
の
は
齊
宣
王
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
齊
宣
の
「
易
牛
」
の
話
が

王
衟
論
の
モ
デ
ル
と
し
て
重
視
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
孟
子
は

齊
宣
に
對
し
て
、
ま
ず
牛
を
あ
わ
れ
む
心
の
あ
る
こ
と
を
自
覺
さ
せ
、

そ
れ
を
他
者
に
も
乁
ぼ
す
よ
う
に
促
し
て
い
っ
た
。
孟
子
の
說
諭
の
仕

方
は
、
齊
宣
の
心
の
動
き
を
見
極
め
な
が
ら
、
王
の
自
覺
を
促
し
、

王
の
意
志
を
强
固
に
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
。
張
九
成

は
『
孟
子
』
を
通
し
て
、
圣
賢
は
い
か
に
心
を
働
か
せ
、
ま
た
い
か
に

他
者
の
心
を
洞
察
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

『
孟
子
』
の
讀
み
方
は
、
張
九
成
の
讀
書
論
と
も
符
合
す
る
。

讀
書
な
る
者
は
、
當
に
其
の
文
に
徇
ふ
べ
か
ら
ず
、
當
に
其
の
時

と
夫
の
利
害
可
否
と
、
問
對
の
當
と
未
當
と
を
觀
、
深
く
求
め
て

力
め
て
之
を
攷
ふ
べ
し
、
乃
ち
以
て
古
人
の
用
心
を
見
る
べ
し
。

是
く
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
學
深
か
ら
ず
、
亦
た
以
て

天
下
の
變
を
御
す
る
に
足
ら
ず
。

讀
書
者
不
當
徇
其
文
、
當
觀
其
時
與
夫
利
害
可
否
、
問
對
之
當
與

未
當
、
深
求
而
力
攷
之
、
乃
可
以
見
古
人
之
用
心
。
不
如
是
、
則

其
學
不
深
、
亦
不
足
以
御
天
下
之
變
。�

（『
孟
子
傳
』
卷
一
）

　
『
孟
子
傳
』
卷
一
（
梁
惠
王
章
句
上
・
第
五
章
）
で
述
べ
た
「
讀
書
」

論
で
あ
る
。
讀
書
と
は
た
だ
文
字
面
を
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ

の
時
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
か
、
利
害
や
可
否
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
、
登
場
人
物
た
ち
の
問
答
は
适
切
な
の
か
不
适
切
な
の
か

を
觀
察
し
、
深
く
探
求
す
る
の
が
讀
書
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
そ

古
の
圣
賢
の
心
の
用
い
方
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
學
問
は
深
ま
ら
ず
、
天
下
の
變
事
に
對
應
す
る
こ
と
は
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で
き
な
い
と
い
う
。

　

孟
子
の
齊
宣
に
對
す
る
說
諭
の
仕
方
は
、
臣
下
と
し
て
人
主
の
心
を

正
す
方
法
に
も
通
底
す
る
。『
孟
子
傳
』
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
人
主

自
身
が
心
術
を
正
し
て
政
治
に
臨
む
こ
と
、
臣
下
の
方
は
人
主
が
不
正

に
流
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
人
主
の
心
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。
人
主
・
臣

下
と
も
に
い
か
に
心
を
正
し
て
い
く
か
と
い
う
點
に
つ
い
て
、
張
九
成

は
『
大
學
』
八
條
目
を
具
體
的
な
方
法
と
し
て
提
示
す
る
。
格
物
に
よ

っ
て
心
の
⺇
微
を
洞
察
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
心
を
正
し
く
保
っ
て

政
治
に
臨
み
、
平
天
下
へ
と
至
る
。

　

北
宋
以
來
の
『
孟
子
』
議
論
を
槪
觀
す
る
な
ら
ば
、『
孟
子
傳
』
は

孔
孟
の
所
說
が
一
致
す
る
か
否
か
、『
論
語
』『
春
秋
』『
中
庸
』
と
い

か
に
關
連
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
と
張

九
成
の
觀
點
は
異
な
る
。
後
の
朱
熹
が
『
中
庸
』
と
の
關
連
か
ら
性
說

を
深
め
、『
論
語
』
の
參
考
と
し
て
『
孟
子
』
を
重
視
し
た
の
と
も
異

な
る（

（2
（

。
張
九
成
は
圣
賢
の
用
心
を
把
握
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
ま
た
心

を
正
す
た
め
の
方
法
と
し
て
『
大
學
』
八
條
目
と
の
關
連
を
檢
討
し
な

が
ら
『
孟
子
傳
』
を
著
し
て
い
る
。

　
註（

１
）　

陳
亮
は
張
九
成
を
批
判
す
る
な
か
で
、「
近
世
張
給
事
學
佛
有
見
、

晚
從
楊
龜
山
學
、
自
謂
能
悟
其
非
、
駕
其
說
以
鼓
天
下
之
學
者
、
靡
然

從
之
。
家
置
其
書
、
人
習
其
法
、
⺇
纒
縛
膠
固
、
雖
世
之
所
謂
高
明
之

士
、
徃
徃
溺
於
其
中
而
不
能
以
自
岀
。
其
爲
人
心
之
害
、
何
止
於
戰
國

之
楊
墨
也
。」（『
陳
亮
集
』
卷
十
九
・「
與
應
仲
實
」）
と
述
べ
る
。

（
２
）　

張
九
成
思
想
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
硏
究
を
參
照
。
荒
木
見
悟
「
張

九
成
に
つ
い
て
」（『
中
國
思
想
史
の
諸
相
』
中
國
書
店
、
一
九
八
九
年

所
收
）、
鄧
克
銘
『
張
九
成
思
想
之
硏
究
』（
東
初
出
版
社
、
一
九
九
〇

年
）、
黑
坂
滿
輝
「
張
九
成
の
生
涯
と
思
想
」『
國
語
國
文
學
』
三
〇

號
（
一
九
九
一
年
）、
黑
坂
滿
輝
「
張
九
成
の
學
問
と
治
學
方
法

―

「
心
傳
錄
」
を
中
心
に
し
て
」『
福
井
大
學
敎
育
學
部
紀
要 

第
Ⅰ
部 

人

文
科
學 

國
語
學
・
國
文
學
・
中
國
學
編
』
四
一
號
（
一
九
九
二
年
）、

黑
坂
滿
輝
「
張
九
成
の
「
論
語
」
解
釋

―
「
論
語
絕
句
」
の
思
想

史
的
意
義
」『
福
井
大
學
敎
育
學
部
紀
要 

第
Ⅰ
部 

人
文
科
學 

國
語

學
・
國
文
學
・
中
國
學
編
』
四
二
號
（
一
九
九
四
年
）、
田
澔
（H

oyt. 
Cleveland T

illm
an

）「
南
宋
第
一
代
學
人
：
張
九
成
與
胡
宏
」（『
朱

熹
的
思
惟
世
界
（
增
訂
本
）』
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

所
收
）、
劉
玉
敏
『
心
學
源
流

―
張
九
成
心
學
與
浙
東
學
派
』（
人
民

出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
３
）　

田
澔
前
揭
書
二
二
頁
、
黑
坂
滿
輝
「
張
九
成
の
學
問
と
治
學
方
法
」

參
照
。

（
４
）　

荒
木
見
悟
前
揭
論
文
お
よ
び
近
籘
正
則
「
張
九
成
の
『
孟
子
傳
』
に
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つ
い
て
」『
日
本
中
國
學
會
報
』
四
〇
號
（
一
九
八
八
年
）。

（
５
）　

近
籘
正
則
前
揭
論
文
で
は
「
以
上
の
樣
に
、
唱
王
排
灞
と
異
端
辨
正

と
を
、
飽
く
ま
で
人
主
の
心
術
に
絡
め
一
元
的
に
說
こ
う
と
す
る
所

に
、
九
成
の
個
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
九
成
が
非
孟
論
の
核
心

的
部
分
に
積
極
的
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
の
は
、
北
宋
末
の
黨
爭
を
顧

み
て
、
餘
計
な
議
論
は
削
ぎ
落
し
、『
孟
子
』
の
主
題
を
單
純
化
さ
せ

て
、
人
主
の
心
術
を
說
く
帝
王
學
の
書
と
し
て
意
義
づ
け
た
點
に
由
來

す
る
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
類
似
の
指
摘
は
荒
木
見
悟
前

揭
論
文
に
も
「『
孟
子
傳
』
の
基
本
的
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
そ

れ
は
、
仁
心
仁
聞
を
わ
き
ま
え
ず
、
權
謀
術
數
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、

功
名
に
は
せ
、
殺
人
を
意
に
介
せ
ず
、
人
主
に
迎
合
し
て
、
卑
俗
な
野

心
を
滿
た
そ
う
と
す
る
、
商
鞅
・
孫
臏
・
蘇
秦
・
張
儀
・
鄒
衍
・
淳
于

髠
・
田
駢
・
愼
到
・
環
淵
等
、
法
家
・
兵
家
・
縱
橫
家
の
邪
說
を
排
擊

し
、
二
帝
三
王
の
衟
の
復
興
を
は
か
っ
た
孟
子
の
功
績
を
顯
彰
す
る
に

あ
る
。」
と
見
え
る
。

（
６
）　

近
籘
前
揭
論
文
、
一
一
五
頁
。

（
７
）　
『
孟
子
傳
』
本
文
は
、『
張
九
成
集
』
全
四
册
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）
を
用
い
た
。

（
８
）　

齊
宣
王
に
つ
い
て
、
張
九
成
は
『
孟
子
』
の
記
述
通
り
缺
點
の
あ
る

こ
と
も
認
め
る
。「
齊
宣
王
好
勈
、
好
貨
、
好
色
、
好
今
之
樂
、
庸
鄙

如
此
。」（『
橫
浦
集
』
卷
五
・「
四
端
論
」）
と
い
う
。
そ
の
一
方
、『
孟

子
傳
』
で
は
「
惟
宣
王
乃
虞
舜
之
裔
、
而
又
胸
次
恢
廓
、
仁
厚
愽
大
。

使
其
行
孟
子
之
言
、
帝
王
之
衟
、
或
可
興
於
旦
暮
、
而
生
民
性
命
、
或

可
置
於
太
平
也
。」（『
孟
子
傳
』
卷
四
）
と
齊
宣
王
を
高
く
評
價
す
る

こ
と
が
多
い
。

（
９
）　

齊
宣
王
の
話
は
『
孟
子
傳
』
に
し
ば
し
ば
擧
げ
ら
れ
、
孟
子
が
宣
王

の
心
の
動
き
を
察
し
て
導
い
て
い
っ
た
と
す
る
解
釋
は
他
章
で
も
語
ら

れ
る
。『
孟
子
傳
』
卷
八
に
、「
齊
王
有
易
牛
之
心
、
有
罪
己
之
善
、
有

不
自
欺
之
心
、
有
不
自
足
之
意
、
皆
三
王
之
資
也
。
孟
子
嘗
直
指
易
牛

之
心
以
警
之
、
而
王
亦
超
然
自
得
、
指
此
心
戚
戚
之
處
以
示
孟
子
。
孟

子
知
此
⺇
已
動
、
此
路
已
入
、
第
未
能
造
化
變
轉
、
施
之
於
四
海
九
州

也
。」
と
あ
る
。

（
10
）　

公
孫
丑
章
句
上
・
八
章
に
つ
い
て
は
、『
日
新
錄
』
子
路
大
禹
で
も

「
子
路
人
吿
之
以
有
過
則
喜
。
禹
聞
善
言
則
拜
。
蓋
子
路
所
以
喜
者
、

以
子
路
日
用
閒
方
自
求
其
過
、
人
适
以
其
過
吿
之
。
則
中
其
悔
過
之

⺇
、
安
得
不
喜
。
大
禹
所
以
拜
者
、
以
禹
日
用
閒
方
自
求
其
善
、
人
适

以
善
言
吿
之
。
則
中
其
好
善
之
⺇
、
安
得
不
拜
。」
と
解
釋
し
て
い
る
。

全
體
的
な
解
釋
の
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
子
路
の
心

に
過
失
へ
の
後
悔
の
念
が
兆
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
的
確
な
指
摘
を
受

け
た
た
め
喜
ん
だ
と
い
う
。

（
11
）　

本
章
に
對
す
る
趙
岐
・
朱
熹
・
張
九
成
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「『
孟
子
』
に
み
え
る
圣
人
舜
の
悌
心

―
萬
章
上
篇
第
二
章
に
關
す
る

朱
熹
・
張
九
成
の
解
釋
」『
新
し
い
漢
字
漢
文
敎
育
』
六
六
號
（
二
〇

一
八
年
）
參
照
。

（
12
）　
『
孟
子
傳
』
は
盡
心
章
句
上
下
が
散
佚
す
る
た
め
、
梁
惠
王
章
句
上

か
ら
吿
子
章
句
下
ま
で
の
六
篇
百
七
十
六
章
が
現
存
す
る
。
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（
13
）　
『
程
氏
遺
書
』
卷
十
八
・
二
十
七
條
に
「
凡
一
物
上
有
一
理
、
須
是

窮
致
其
理
。
窮
理
亦
多
端
、
或
讀
書
、
講
明
義
理
、
或
論
古
今
人
物
、

別
其
是
非
、
或
應
事
接
物
而
處
其
當
、
皆
窮
理
也
。」
と
あ
る
。

（
14
）　
『
大
學
』
八
條
目
が
人
主
の
心
を
正
す
こ
と
に
通
じ
る
こ
と
は
、
他

に
も
『
孟
子
傳
』
卷
十
三
に
「
吾
知
格
物
以
知
至
、
知
至
以
誠
意
、
誠

意
以
正
心
、
正
心
以
修
身
、
修
身
以
齊
家
而
已
。
至
于
治
國
平
天
下
、

第
觀
人
主
用
心
爲
如
何
。
其
心
虛
則
可
見
自
實
其
中
。」
と
あ
る
。

（
15
）　

近
籘
正
則
「
王
安
石
に
お
け
る
孟
子
尊
崇
の
特
色

―
元
豐
の
孟
子

配
享
と
孟
子
圣
人
論
を
中
心
と
し
て
」『
日
本
中
國
學
會
報
』
三
六
集

（
一
九
八
四
年
）
參
照
。

（
16
）　

市
來
津
由
彥
「『
孟
子
』
の
北
宋
を
讀
み
解
く
」（
田
中
正
樹
編
『
中

國
古
典
學
の
再
構
筑
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年
所
收
）
參
照
。

（
17
）　

近
籘
正
則
「
孟
子
性
善
說
を
め
ぐ
る
北
宋
諸
儒
の
議
論
に
つ
い
て

―
李
覯
・
司
馬
光
・
蘇
軾
乁
び
王
安
石
の
場
合
を
中
心
と
し
て
」『
學

藝
國
語
國
文
學
』
一
八
號
（
一
九
八
三
年
）
參
照
。

（
18
）　

近
籘
正
則
『
程
伊
川
の
『
孟
子
』
の
受
容
と
衍
義
』
汲
古
書
院
、
一

九
九
六
年
、
一
五
四
頁
。

（
19
）　

土
田
健
次
郞
『
衟
學
の
形
成
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
、
四
二
七
頁
。

（
20
）　
『
神
宗
實
錄
』『
哲
宗
實
錄
』
の
修
訂
事
業
に
つ
い
て
は
、
近
籘
一
成

『
宋
代
中
國
科
擧
社
會
の
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
一
三
四

頁
。

（
21
）　

張
九
成
に
も
非
孟
論
へ
の
反
論
は
あ
る
。『
孟
子
傳
』
卷
九
で
は
、

司
馬
光
・
李
泰
伯
・
鄭
厚
等
の
孟
子
批
判
に
對
し
、
强
く
反
論
し
て
い

る
。

（
22
）　

朱
熹
『
孟
子
章
句
集
註
』
に
つ
い
て
は
、
福
谷
彬
『
南
宋
衟
學
の
展

開
』「
第
一
章　

孔
孟
一
致
論
の
展
開
と
朱
熹
の
位
置

―
性
論
を
中

心
と
し
て
」（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
九
年
）、
垣
內
景
子

「
經
學
と
し
て
の
朱
子
學

―
『
孟
子
』「
澔
然
之
氣
」
章
を
め
ぐ
っ

て
」『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
三
八
號
（
二
〇
二
一
年
）
を
參
照
。

　
︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
張
九
成
、『
孟
子
傳
』、
孟
子
、
衟
學




